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E 33　　現ぺのこりもま代fc老人^の交流　第ワ報　日米大｡学生の比較

　　　　布教大　　　　o菊帰康子　.f ,SI玲子　戸谷　蜂

　　　　大飯成蹊短大　　田中孝*'.

　a lit?　高齢化μを|-あ■, 1, これカヽらの老・若世代間交琉のあり方を追求するfcめにＪ

祖Jこ母（孫との交流に焦赤,をあT，前報まずﾚtわが旧の小・中･ 高・大害生^付象･z，そ

の交琉の実態と意識の把握を試みたヵら本報でit わが国/ -おけるせ代間交呪の特質竃より

明らヵヽ･こするためI- 国際比較を試みた。

　方法　1985年I 月, 米国アイオワ州ｉ大学の1～3年生約200 －^対象･ﾆ留めa ? 決,: て

アンケート調査を猿頼し，t・2名（5･5が)より回収しre, その姑果t前轍ま-r"に報告した

in if:国の大学生対＆の柘果Y. -k比厳，検計した。

　結果　①蔀・祖父母間の訪間･ ^話・物のやりと') ･ き紙のや') と>) 葵の交琉＼ま, わぷ

圃で･t「(S とんど交流なし」ヵ心ヽ凌半数を占めてﾀﾀい・=対-む1,アイオ7 文生の＆半獣は

「少なくとも年/ 回_卜* 名々の俘段を利用し-z. 交琉含行っており, 孫･ 祖父母間17」安息績

攬＼tわヵこ固よりかい。（1）瓶父母ヵヽら嘗んだこi: t.にI 「物ｉ大切･こす■5 こと」r親切l"

あるこヒ」,「t.yiの知恵」t Si if たものは, ir)力"11 -fI* 息・マ約2割ぜあったヵこ,ア｀イオワ大

>i.-z"｀Itいず｀れも約5参lを匍£T勿い。③旭父｛-i- ついての素しい,1｡い出2 もつも0ばわヵで

国では約A-劃ぞあるが，アイオワ大生-i"i*約8割とﾀﾀく，そり恩ヽいii! の内容もわが;固とit

異なI)バラエティ･･こ富ん-['い3. ④淆人間磋についマ考ふたことのあるものIt わが国-f i言

約キ雛であるりに々さしマ，フイズワ大生では約S劇を占めTかい。以i よI) 孫と祖父母と

‘り女波･よ全体的･乙みてアイ;r ワ大生の方がわii"｀国en 大学生よ') ﾀﾀく，個人的相3iり鯵びつ

きヵ゛より強ら鬼人悶題への関心もあるの■i｀I* ないかと考之i, れ5.
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梵働き象後の研免(.1｀）一わ共の発達について
あヽ系女犬-幕改　勉井厚｝O覆野､む溥手　　脈ふ汁鴉■v
･貪峯･な短ﾒこ　　　襄^東μ｝

< i 的〉　母規の就業形昿は、?■ 県のをえにV:･のよう^i影響を与えるのりヽを明らりヽにする。

〈研免ぢ浹〉　新% ■板橘■ ま旧浴ヽ･ 島川区内川呆膏111 （万SI)の４・5歳児フラ又に手

帳t達わせている向粍レ7-J8桓) 及び、新妬･ 板橘£内の幼権iil (､i IS ）の4 - 占≪5.児プ

ラスI' 多lit■£通幻也ている両fa c タoo維）に対し. /9お年b月ヽ7月に配票調査を行な。

fﾋ。分有対象W、Wi査蒙の回収され枇叩占繊のうち、者（母親）索ヽ夫（'ill.）常t もに

有幼であ、化ク兌組である. 分稗ば、東東文学大型計輩機とン9 ーのコンビa.- 9－を用

い. ぢP命によう単純集計-ワロス集計- 検'tt 行U' ．た。

〈対象者の基本的属性〉　小平均年齢…幸34.2歳, 大昴､ぶ歳。（2）健康状態-｛も夭じ　ほ

'C んぞの盾If. 良好。（3）蒙族槙成一･-ぷ体のお'U,￥核客腹。叫）就業実熊一一泰、t 割力り職であ

り。>f enうち47 ･/.が弗用春用看。衣ダヽIf とんど‘が有職t" ^ '],　'■iのヤジSg ■/.が･弗用蜃用4

i6）生活重視観…幸､h刄-h、大の刄沁が家島iL娘を隻視。

〈鍼左秘募自分析〉　% 椛の発違C 'i冶習tf ・& 立■知的発達■ 遣籾発生･ 触た雌発達■

閤独行勧い3、母靴の就業形熊r- よ。-r 直接規定されうのt." 13な< , ? 1氏をと｡'jまく状児

によ、て貰り:､。-)$>}、母親の就業形態が、抑笑の発進に及｡ぼす影響a、子供の擢裔状

呪( を|]時開丿ﾌﾞいこごt 学習数ヽ眼庭外保有開始年齢・ニ重保% の今口和）, 母貌のり気

I- n t､る竟識状況( 琴齢納。和f.に対する母親就業の影響卜親^ ，接触状況（母手の椿

触吸度■ '>c糎の子供に荏す§ i駐口度）^ ど争恨乞とソｉく-■IX-;i?.によy て、ざ5 ざまに裏？

るこt が明らりヽにざれた。


